
１　アンケート概要

藤沢市教育委員会　教育総務課

２０２２年（令和４年）９月１日から９月１６日まで

藤沢市内※の未就学児の保護者

Googleアンケートフォーム

６，４１０人　　　回答者数　：　１，８７９人 回答率 ： ２９．３％

※藤沢市立保育園及び藤沢市私立幼稚園協会に加盟する幼稚園を対象とした。

２　アンケート結果

【回答者数】
未就学児保護者　1,879人

【回答者数】
未就学児保護者　1,879人

対 象 者 数 ：

未就学児保護者　アンケート調査結果（概要版）

実 施 者 ：

実 施 期 間 ：

対 象 者 ：

回 答 方 法 ：

問 どの程度の時間までが通学時間の可能な範囲だと思いますか？

50.08% 45.35%

3.14%
1.17% 0.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15分以下 30分以下 45分以下 60分以下 60分より長い

問 「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針」にそって、これからの学校の規模や

配置について検討をしていくうえで、大切だと思うことは何ですか？

4段階評価（大切だと思う/やや大切だと思う/あまり大切だと思わない/大切だと思わない）

78.13% 17.46%

3.41%
1.01%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅からの通学距離・通学にかかる時間
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない
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藤沢市内の未就学児の保護者
97.87%

1.60%
0.27%

0.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通学路が安全であること
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない

42.20% 34.91% 17.51%

5.38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クラス替えができる程度の児童生徒がいること
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない

53.54% 34.06% 10.54%

1.86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図工室や音楽室などの特別教室が充実していること
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない

38.37% 41.62% 16.13%

3.89%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の人たちと交流ができること
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない
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【回答者数】
未就学児保護者　1,879人

21.77% 30.12% 29.43% 18.68%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自治会・町内会ごとに通学区域が設定されていること
大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない

22.67% 33.26% 28.58% 15.49%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通学区域が藤沢市の13地区※の行政区割りの地区内にあること
※13地区＝六会・片瀬・明治・御所見・遠藤・長後・辻堂・善行・湘南大庭・湘南台・鵠沼・藤沢・村岡地区

大切だと思う やや大切だと思う あまり大切だと思わない 大切だと思わない

0.37%

7.88% 51.41% 35.44%

4.90%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1クラス 2クラス 3クラス 4クラス 5クラス以上

問 あなたは小学校は１学年あたり、何クラスが理想だと思いますか？
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以　　上

「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針」にそって、これからの学校の規模や

配置について検討していくうえで、大切だと思うことは何ですか？に寄せられた意見（抜粋）

分類 件数 意　　　見　　（抜　　粋）

通学区域 50
家の近くに小学校があるけれど、区域別のため近い方でなく遠い方の小学校へ通うことになるので、自分で近い
方の小学校へ通えるように選ばせてほしいと思いました。

学校規模 68 学校の規模の違いが、内容の違いにならないようにお願いします。

通学に関すること 68 通学時間、安全性は絶対重要です。安心して通わせられるようにして欲しいです。

設備 41 運動するのに充分な大きさの校庭があること。

災害時 5 校舎の建物の耐震性などの災害時の安全面。

教員に関すること 37 職員の人数が児童に目が行き届く適切な人数であること

支援学級 19 各学校の支援級や支援学校を充実させ、受け入れを増やしていただきたいです。

地域 4 登下校時に、地域の人が子供達の安全を見守れる環境があると良いと思う。

子供たちがのびのびとした学校生活が送れること

学童が利用しやすい料金かつ充実してること

公立であれば教育方針の格差がないこと

※その他に関しては、給食、教育内容、教育方針などの意見がありました。

その他※ 99

4/4


